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※「住みやすい町を目指して」活動されている方や団体が、このコーナーに掲載を希望される場合は下記までご連絡ください。
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皆さんの傍聴をお待ちしております!　第３回定例会は９月４日(火)開会
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充実したシルバーライフと
　　　　地域活性化の一翼を
（一社）松田町シルバー人材センター理事長　久保スヱさん（中央在住）

　平成27年４月に一般社団法人化
　松田町シルバー人材センター（以下「セン
ター」）は、平成４年に「松田町生きがい事業
団」として発足し、平成27年４月からは法人
化して現在の名称である「一般社団法人松田町
シルバー人材センター」となりました。会員数
は6月末現在で、111名。
男性が76人、女性が35
人です。
　「センター」には、ふ
るさと鉄道、駐車場（西
平畑公園）、障子、剪定、
草刈、パークゴルフ、除
草の７つの班があり、こ
れらの班で扱う作業の大
半を占めていますが、そ
のほかにも放置自転車のパトロールや公園トイ
レ管理、町民文化センター、健康福祉センター
の清掃等の管理などがあります。複数の班を掛
け持ちしている会員もいます。
　会員からは「作業に行ったら中学の同級生の
家で、作業の合間に昔話に話が弾んでしまっ
た。」、「暑い中での作業も多く、大変だけど、
お客さんから“待ってたよ”と言われたり、休
憩時間に冷茶などを出してもらえると嬉しいも
のだよ。」、「子供の笑顔を見ると疲れも吹っ飛
んじゃう。」などの話を耳にします。それぞれ
の作業の中で地域のみなさんとふれあい、交流

する機会になっているようです。
　今紹介した仕事のほかにもセンターが扱って
いる仕事はありますが、業種によっては、扱え
る会員が少なく、数か月もお待ちいただくこと
やご希望に添えない場合もあります。そういっ
た業種では、お客さんのためにも一緒に働いて

くれる仲間がもっと居れ
ばと思います。
　会員を募集します
　「センター」では、一
緒に働いていただける会
員を募集しています。年
齢は60歳以上で健康な
方であればどなたでも加
入することができます。
作業に応じて配分金が支

払われます。健康福祉センター内に事務所があ
り、随時受け付けています。少しばかり余裕が
できた時間を使い、自分の持っているスキルを
活かして地域に役立ちたいと考えている方、最
後に電話番号を載せておきますから、ご一報く
ださい。
　また、ここで紹介した作業をお願いしたいと
いう方、こんなことは出来ないかという方もご
連絡をお待ちしています。

【連絡先】
松田町シルバー人材センター　☎82－4227

伊豆方面へ出かけた会員親睦旅行（平成30年1月）


